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平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

第
三
千
九
百
三
十
二
号

増

刊

①

　
　
　
　
条
　
　
　
例
（
第
二
十
六
号

－

第
三
十
二
号
）

○
福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
税　

務　

課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
税　

務　

課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
商
工
政
策
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
建
築
都
市
総
務
課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
公
園
街
路
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
領
収
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関

　

す
る
条
例
及
び
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
警
察
本
部
生
活
保
安
課
）
…
…
…
…
…
六

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
七

◇
福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
総
務
部
税
務
課
）

１　

自
動
車
保
有
関
係
手
続
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
一
括
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
自
動
車
取
得
税
に
お
け
る
納
付
方
法
及
び
自
動
車
税

に
お
け
る
徴
収
方
法
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

一　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
附
則
第
一

　
　

条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
総
務
部
税
務
課
）

１　

福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
附
則
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、

当
該
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た

。
２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
商
工
部
商
工
政
策
課
）

１　

通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配

業
の
登
録
申
請
の
審
査
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
別
表
に
三
九
の
二
の
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二
項
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
建
築
都
市
総
務
課
）

１　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
事
業
の
登
録
の
申
請
に
対
す
る
審
査

に
係
る
手
数
料
等
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録
及
び
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
中
、
第
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
表
に
八
五
の
項
及
び
八
六
の
項
を

加
え
る
改
正
規
定
は
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一�

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
）
か
ら
、
別
表
に
七
〇
の
二
の�

項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
公
園
街
路
課
）

目
　
　
　
次

公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し
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第
一
条　

福
岡
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
方
法
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
三
条
の
三
に
掲
げ
る
方
法
」
を

加
え
る
。

　
　

第
四
十
二
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３　

自
動
車
取
得
税
の
納
税
義
務
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
自
動
車
取
得
税
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百�

五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
行
い
、
併
せ
て
福

岡
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
福
岡
県

条
例
第
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合

二　

そ
の
他
知
事
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　

第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
次
条
」
を
「
第
五
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　

（
自
動
車
税
の
徴
収
の
方
法
の
特
例
）

第
五
十
三
条
の
三　

納
税
者
が
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
道
路
運
送
車
両

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
行
い
、
併
せ
て
福
岡
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
し
て
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合
に
は
、
前
条
第
二

項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
者
が
当
該
登
録
の
申
請
を
し
た
際
に
、
当
該

登
録
の
申
請
に
係
る
自
動
車
に
係
る
自
動
車
税
を
施
行
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。

　

付
則
第
八
条
第
十
三
項
中
「
特
例
事
業
者
」
を
「
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
（
第
一
号
に

お
い
て
「
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
」
と
い
う
。
）
、
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
例
事
業

者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
事
業
者
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
格

特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
適
格
特
例
投
資

家
限
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

１　

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
よ
る
都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
及
び
都
市
緑

地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
制
定
に
よ

る
都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
募
対
象
公
園
施
設
を
設
置
す
る
場
合
の
当
該
施
設

の
建
築
面
積
の
基
準
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
領
収
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）

１　

自
動
車
保
有
関
係
手
続
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
一
括
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
使
用
料
又
は
手
数
料
の
徴
収
方
法
の
特
例
に
つ
い
て

定
め
る
た
め
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡

県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
警
察
本
部
生
活
保
安
課
）

１　

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
性
風
俗
営
業
等
の
営
業
の
停
止
事

由
と
な
る
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
改
め
る
こ
と
及
び
青
少
年
有
害
行
為
と
し
て
新
た
な
行
為
を

加
え
る
こ
と
等
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

一�　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た

。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

条
　
　
　
例
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五
十
七
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
条
例
第
五
十
五
条
を
同
条
例
第
五
十
七
条
の
十
二
と
す
る
改
正
規

定
中
「
第
五
十
七
条
の
十
二
」
を
「
第
五
十
七
条
の
十
三
」
に
改
め
、
同
条
例
第
五
十
四
条
の
二
を

改
め
、
同
条
を
同
条
例
第
五
十
七
条
の
十
一
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
五
十
七
条
の
十
一
」
を
「
第

五
十
七
条
の
十
二
」
に
改
め
、
同
条
例
第
五
十
四
条
を
同
条
例
第
五
十
七
条
の
十
と
す
る
改
正
規
定

中
「
第
五
十
七
条
の
十
」
を
「
第
五
十
七
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
条
例
第
五
十
三
条
の
二
の
改
正

規
定
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
改
め
、
同
条
を
同

条
例
第
五
十
七
条
の
九
と
す
る
改
正
規
定
中
「
同
条
第
五
項
中
「
」
の
下
に
「
第
五
十
四
条
」
を
加

え
、
「
「
第
一
項
」
を
「
「
第
五
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　

第
五
十
三
条
の
三
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
中
「
道
路
運
送

車
両
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
」
に
、
「
係
る
自
動
車
税
」
を
「
対
し
て

課
す
る
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
七
条
の
十
と
す
る
。

　

第
二
条
の
う
ち
福
岡
県
税
条
例
第
四
十
九
条
を
同
条
例
第
五
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
十
条
を
加

え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
中
「
第
五
十
七
条
の
十
第
二
項
」

を
「
第
五
十
七
条
の
十
一
第
二
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
十
七
条
第
二
項
に
係
る
部

分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
し
て
新
規
登
録
又
は
移
転
登
録
の
申
請
を
行
い
、
併
せ
て
福
岡
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
福
岡
県
条
例
第
十
二
号
）
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合

二　

そ
の
他
知
事
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
、
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
九
年
十
二

月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。一　

小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
及
び
特
例
事
業
者
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
第
二
十
二

条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
小
規
模
特
例
事
業
者
（
次
号
に
お
い
て
「
小
規
模
特
例
事
業
者
」

と
い
う
。
）
に
限
る
。
）　

次
に
掲
げ
る
不
動
産

イ　

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
前
に
新
築
さ
れ
た
家
屋
の
う
ち
、
施
行
令
で
定
め
る
用
途
に
供

す
る
家
屋
と
す
る
た
め
に
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の

ロ　

イ
に
掲
げ
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

二　

特
例
事
業
者
（
小
規
模
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
及
び
特
定
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者

　

次
に
掲
げ
る
不
動
産

イ　

建
替
え
（
建
替
え
が
必
要
な
家
屋
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の
の
当
該
建
替
え
に
限
る

。
）
そ
の
他
施
行
規
則
で
定
め
る
行
為
に
よ
り
家
屋
（
都
市
機
能
の
向
上
に
資
す
る
家
屋
と

し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
家
屋
」
と
い
う
。
）

の
新
築
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
土
地

ロ　

イ
に
掲
げ
る
土
地
を
敷
地
と
す
る
イ
に
掲
げ
る
建
替
え
が
必
要
な
家
屋
と
し
て
施
行
令
で

定
め
る
も
の

ハ　

イ
に
掲
げ
る
土
地
の
上
に
新
築
さ
れ
る
特
定
家
屋

ニ　

特
定
家
屋
と
す
る
た
め
に
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
家
屋

と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の

ホ　

ニ
に
掲
げ
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

　

（
福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
七
号
）
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
う
ち
福
岡
県
税
条
例
の
目
次
の
改
正
規
定
中
「
第
五
十
七
条
の
十
三
」
を
「
第
五
十
七

条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
条
例
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
改
正
規
定
中
「
証
紙
徴
収
」
に
」
の

下
に
「
、
「
第
五
十
三
条
の
三
」
を
「
第
五
十
七
条
の
十
」
に
」
を
加
え
、
同
条
例
第
五
十
七
条
を

改
め
、
同
条
を
同
条
例
第
五
十
七
条
の
十
三
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
五
十
七
条
の
十
三
」
を
「
第



第３９３２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年 10 月６日　金曜日 4

料
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
通
訳
案
内
士
登
録
証
の
」
を
「
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
証
の
」
に
、

「
通
訳
案
内
士
登
録
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
証
再
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、

同
表
三
の
二
の
項
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
九
条
の
二

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
限
定
特
例
通
訳
案

内
士
」
を
「
通
訳
案
内
士
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

地
域
通
訳
案
内
士
」
に
、
「
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
手
数
料
」
を
「
地
域
通
訳
案
内
士
登
録

手
数
料
」
に
改
め
、
同
表
三
の
三
の
項
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十
九
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
」
を
「
通

訳
案
内
士
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
通
訳
案

内
士
」
に
、
「
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
変
更
手
数
料
」
を
「
地
域
通
訳
案
内
士
登
録
変
更
手

数
料
」
に
改
め
、
同
表
三
の
四
の
項
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十
九
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て
準

用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
証
」
を
「
通
訳

案
内
士
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
通
訳
案
内
士
登
録

証
」
に
、
「
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
地
域
通
訳
案
内
士
登
録
証
再

交
付
手
数
料
」
に
改
め
る
。

　

別
表
三
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律

第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
に
三
九
の
二

の
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
調
整
規
定
）

２　

こ
の
条
例
の
公
布
の
日
か
ら
法
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
条

例
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
別
表
三
九
の
二
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
旅
行
業
法
」
と
あ
る
の
は
「
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

一　

第
二
条
の
規
定　

公
布
の
日

二　

第
一
条
中
福
岡
県
税
条
例
付
則
第
八
条
の
改
正
規
定
及
び
次
条
の
規
定　

平
成
二
十
九
年
十
二

月
一
日

　

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
税
条
例
付
則
第
八
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年

十
二
月
一
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
森
林
環
境
税
条
例
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

附
則
第
四
項
中
「
十
年
」
を
「
十
五
年
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
商
工
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
一
の
項
中
「
通
訳
案
内
士
の
」
を
「
全
国
通
訳
案
内
士
の
」
に
、
「
通
訳
案
内
士
登
録
手
数
料

」
を
「
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
手
数
料
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
通
訳
案
内
士
の
」
を
「
全
国
通

訳
案
内
士
の
」
に
、
「
通
訳
案
内
士
登
録
証
変
更
手
数
料
」
を
「
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
証
変
更
手
数

三
九
の

二

旅
行
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
の
登
録
申
請

の
審
査

旅
行
サ

ー
ビ
ス

手
配
業

登
録
手

数
料

一
件
に
つ
き

　

一
五
、
〇
〇
〇
円

申
請
の
と
き
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附
　
則

律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
行
業
法
」
と
す
る
。

　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

百
十
二
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
指
定
登
録
機
関
が
行
う
住
宅
確
保
要
配
慮
者
円
滑
入
居
賃
貸
住

宅
事
業
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
表
八
五
の
項
又
は
八
六
の
項
の
手
数
料
を
当
該
指
定
登
録
機
関
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
手
数
料
は
、
当
該
指
定
登
録
機
関
の
収
入
と
す
る
。

　

別
表
七
〇
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
〇

の
二

不
動
産
特
定
共
同
事

業
法
第
四
十
一
条
の

規
定
に
よ
る
小
規
模

不
動
産
特
定
共
同
事

業
の
登
録
及
び
更
新

の
申
請
に
対
す
る
審

査

小
規
模
不
動
産
特

定
共
同
事
業
登
録

申
請
又
は
更
新
申

請
手
数
料

一
件
に
つ
き

　
　
　
　
　

六
〇
、
〇
〇
〇
円

申
請
の
と
き

八
五

住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
対
す
る
賃
貸
住
宅�

の
供
給
の
促
進
に
関�

す
る
法
律
（
平
成
十�

九
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
八
条
の
規
定

に
よ
る
住
宅
確
保
要

住
宅
確
保
要
配
慮

者
円
滑
入
居
賃
貸

住
宅
事
業
登
録
申

請
手
数
料

一
建
築
物
に
つ
き
、
次
に
掲
げ

る
登
録
住
宅
の
戸
数
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
定

め
る
金
額

一　

一
戸

　
　
　
　
　
　

六
、
〇
〇
〇
円

二　

二
戸
以
上
四
戸
以
下

申
請
の
と
き

配
慮
者
円
滑
入
居
賃

貸
住
宅
事
業
の
登
録

の
申
請
に
対
す
る
審

査

　
　
　
　
　
　

七
、
○
○
○
円

三　

五
戸
以
上
九
戸
以
下

　
　
　
　
　
　

九
、
〇
〇
〇
円

四　

十
戸
以
上
二
十
九
戸
以
下

　
　
　
　
　

一
一
、
〇
〇
〇
円

五　

三
十
戸
以
上
三
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

六　

四
十
戸
以
上
四
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　

一
三
、
〇
〇
〇
円

七　

五
十
戸
以
上
九
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　

一
五
、
〇
〇
〇
円

八　

百
戸
以
上

　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

八
六

住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
対
す
る
賃
貸
住
宅

の
供
給
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
十
二
条

の
規
定
に
よ
る
届
出

（
住
宅
確
保
要
配
慮

者
円
滑
入
居
賃
貸
住

宅
事
業
の
登
録
住
宅

の
追
加
が
あ
る
場
合

に
限
る
。
）
に
対
す

る
審
査

住
宅
確
保
要
配
慮

者
円
滑
入
居
賃
貸

住
宅
事
業
登
録
事

項
変
更
手
数
料

一
建
築
物
に
つ
き
、
次
に
掲
げ

る
追
加
登
録
す
る
住
宅
の
戸
数

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
定
め
る
金
額

一　

一
戸
以
上
四
戸
以
下

　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

二　

五
戸
以
上
九
戸
以
下

　
　
　
　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

三　

十
戸
以
上
十
九
戸
以
下

　
　
　
　
　
　

四
、
〇
〇
〇
円

四　

二
十
戸
以
上
二
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

五　

三
十
戸
以
上
三
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　
　

六
、
〇
〇
〇
円

六　

四
十
戸
以
上
四
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　
　

七
、
〇
〇
〇
円

七　

五
十
戸
以
上
九
十
九
戸
以

下

　
　
　
　
　
　

九
、
〇
〇
〇
円

八　

百
戸
以
上

　
　
　
　
　

一
三
、
〇
〇
〇
円

届
出
の
と
き
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「
ス
ト
ー
ル
型
（
床
置
型
）
の
」
を
「
床
置
式
小
便
器
、
壁
掛
式
小
便
器
（
受
け
口
の
高
さ
が
三
十
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
領
収
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
領
収
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
領
収
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

た
だ
し
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
申
請
等
に
係

る
使
用
料
又
は
手
数
料
は
、
当
該
申
請
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
る
納
付
の

方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡

県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条

　
　
　

例
及
び
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
）

　

こ
の
条
例
中
第
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
表
に
八
五
の
項
及
び
八
六
の
項
を
加
え

る
改
正
規
定
は
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
）

か
ら
、
別
表
に
七
〇
の
二
の
項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
号

　
　
　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

目
次
中
「
第
一
条
の
六
」
を
「
第
一
条
の
七
」
に
改
め
る
。

　

第
一
条
の
二
第
一
号
中
「
平
方
メ
ー
ト
ル
」
の
下
に
「
か
ら
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年

政
令
第
二
百
九
十
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
県
民
一
人

当
た
り
の
敷
地
面
積
を
控
除
し
て
得
た
面
積
」
を
加
え
る
。

　

第
一
条
の
五
第
一
項
中
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
。
以
下
「
政

令
」
と
い
う
。
）
」
を
「
政
令
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

政
令
第
六
条
第
六
項
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
五
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
当
該
公
募
対
象
公
園
施
設
で

あ
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
建
築
物
を
設
置
す
る
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
を
限
度
と
し

て
前
条
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
章
の
二
中
第
一
条
の
六
を
第
一
条
の
七
と
し
、
第
一
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
運
動
施
設
に
関
す
る
基
準
）

第
一
条
の
六　

政
令
第
八
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
五
十
と
す
る
。

　

第
二
十
条
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
十
一
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
五
中
「
（
第
一
条
の
六
関
係
）
」
を
「
（
第
一
条
の
七
関
係
）
」
に
改
め
、
同
表
八
の
項
中
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と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

　

（
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条　

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新

暴
力
団
排
除
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
刑
法
第

百
七
十
八
条
の
二
、
第
百
七
十
九
条
（
旧
刑
法
第
百
七
十
八
条
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は

第
百
八
十
一
条
第
三
項
（
改
正
刑
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
罪
（
青
少
年
（
十
八
歳
未
満

の
者
を
い
う
。
）
で
あ
る
女
子
を
姦か

ん

淫
す
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
新
暴
力
団
排
除
条

例
別
表
第
一
第
二
号
に
掲
げ
る
罪
と
み
な
す
。

２　

新
暴
力
団
排
除
条
例
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
し
た
新
刑

法
第
百
七
十
七
条
、
第
百
七
十
八
条
第
二
項
、
第
百
七
十
九
条
、
第
百
八
十
条
（
新
刑
法
第
百
七
十�

六
条
及
び
第
百
七
十
八
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
又
は
第
百
八
十
一
条
（
新
刑
法
第
百
七�

十
六
条
及
び
第
百
七
十
八
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
罪
に
当
た
る
違
法
な
行

為
で
あ
っ
て
、
旧
刑
法
に
規
定
す
る
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
号
イ
⑵
中
「
第
二
条
の
三
第
三
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号

ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
条　

福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（

平
成
十
三
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
百
九
条
」
を
「
第
二
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
百
四
十
一

条
ま
で
、
」
を
「
第
二
百
四
十
条
ま
で
、
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
」
に
、
「
及
び

第
二
百
三
十
八
条
か
ら
第
二
百
四
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
二
百
三
十
八
条
か
ら
第
二
百
四
十
条
ま

で
及
び
第
二
百
四
十
一
条
第
三
項
」
に
、
「
及
び
第
二
百
六
十
二
条
」
を
「
並
び
に
第
二
百
六
十
二

条
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
三
条
の
三
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
中
「
第
百
七
十
七
条
に
規
定
す
る
罪
（
青
少
年
で
あ
る
女
子
を
姦
淫
す
る
行
為

」
を
「
第
百
七
十
七
条
に
規
定
す
る
罪
（
青
少
年
に
対
す
る
性
交
等
」
に
、
「
又
は
青
少
年
で
あ
る

女
子
を
姦
淫
す
る
行
為
」
を
「
又
は
性
交
等
」
に
、
「
同
法
第
百
七
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
罪
（

青
少
年
で
あ
る
女
子
を
姦
淫
す
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
法
第
百
七
十
九
条
」
を
「
同

法
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
罪
、
同
法
第
百
八
十
条
」
に
、
「
姦
淫
さ
せ
る
」
を
「
姦か

ん

淫
さ
せ
る

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
性
風
俗
営
業
等
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
し
た
刑
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
改
正
刑
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は

第
二
百
四
十
三
条
（
新
刑
法
第
二
百
四
十
一
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
罪
に

当
た
る
違
法
な
行
為
で
あ
っ
て
、
改
正
刑
法
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
刑
法
」

再
　
　
　
掲



第３９３２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年 10 月６日　金曜日 8

　

第
四
条
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保

育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る

。
　

第
十
一
条
第
七
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育

所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

ハ　

第
二
条
の
四
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
養
育
す
る
子
が
二

歳
に
達
す
る
日
ま
で
に
、
そ
の
任
期
（
任
期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も

の
）
が
満
了
す
る
こ
と
及
び
特
定
職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
も
の

（
そ
の
養
育
す
る
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。

）

　

第
二
条
の
三
第
二
号
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
の
四
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
）

第
二
条
の
四　

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
一
歳
六
か
月
か
ら
二
歳
に
達

す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該

子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
条
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
そ
の
任
期
の
末

日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期

が
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
に
特
定
職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

当
該
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す

る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き

と
す
る
。

一　

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業

を
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
に
お
い
て

法
定
等
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

二　

当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
継
続
的
な
勤
務

の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る

場
合

　

第
三
条
第
六
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第

三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど

も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ

れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
中
「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
第
二
条
の
四
に
定
め
る
場
合
」
を

加
え
る
。




